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１．当四半期決算に関する定性的情報 
(1)経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間（平成 30 年１月１日～平成 30 年 3 月 31 日）におけるわが国経済は、
景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、個人消費は実質賃金の伸び悩みもあり力強さを欠きま
した。 

当業界におきましては、お客様の節約志向が根強い市場環境の下で販売競争が激化するとともに、
物流コストの上昇により収益が圧迫される厳しい経営環境となりました。 

このような情勢下にありまして、当社グループは、品質向上と新製品開発に積極的に取り組み、「厳
撰 100 品」を中心とした主力製品の拡販につとめるとともに、高品質・高付加価値製品を開発する
一方で、お客様の節約志向に対応した値頃感のある製品を投入するなど、営業・生産が一体となっ
た部門別製品施策・営業戦略、小委員会による「なぜなぜ改善」を推進し、売上拡大をはかってま
いりました。 

また、本年２月１日には、「春のパンまつり」のスタートと同時に新設の神戸工場が竣工稼働し、
食パン、菓子パンの主力製品を集中生産し、関西地区一円に製品供給を開始しました。神戸工場の
稼働を期して新ラインの重点製品を全工場・全業態で拡販し、お蔭様をもちまして新工場は順調な
スタートを切ることができました。 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、デイリーヤマザキのリージョン
と各工場が一体となって、店舗運営の改善を推進するとともに、ベーカリー機能の導入など店舗機
能強化のための改装に取り組み、店舗売上の増加をめざしました。 

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は 2,625 億 42 百万円（対前年同期比
102.4％）となりましたが、物流費や販売経費の増加に加え、神戸工場稼働に伴う一時費用の発生や
減価償却費の負担増もあり、営業利益は 74 億 39 百万円（対前年同期比 93.6％）、経常利益は 74 億
57 百万円（対前年同期比 91.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 37 億 50 百万円（対前年
同期比 80.4％）となりました。 

 
セグメント別の状況 
＜食品事業＞ 
食品事業の主要製品別の売上状況は次のとおりであります。 
①食パン部門（売上高240億62百万円、対前年同期比101.5％） 
食パンは、「ロイヤルブレッド」、「超芳醇」、「ダブルソフト」の３大ブランドを中心に取扱拡大

につとめ、「ダブルソフト」につきましては本年１月に発売した健康志向製品の「ダブルソフト全
粒粉」が寄与して大幅に伸長しました。食パンの売上は、数量・販売単価ともに上昇したことに
加え、品質を向上させたサンドイッチ用食パンが伸長し、順調に推移しました。 
②菓子パン部門（売上高915億96百万円、対前年同期比101.5％） 
菓子パンは、具材を充実させた新規格のコッペパンが大きく伸長し、おいしさを凝縮した新規

格の「チョコスティック」などの寄与もありスナックスティックが伸長するとともに、「塩バター
フランスパン」など当社独自の技術でルヴァン種を使用した製品が好調に推移するなど、順調な
売上となりました。 
③和菓子部門（売上高179億35百万円、対前年同期比98.2％） 
和菓子は、主力の「北海道チーズ蒸しケーキ」が堅調に推移し、中華まんの「具たっぷり」シ

リーズが伸長しましたが、「苺大福」などの季節製品の伸び悩みもあり、前年同期の売上を下回り
ました。 
④洋菓子部門（売上高350億12百万円、対前年同期比102.0％） 
洋菓子は、主力の２個入り生ケーキや「まるごとバナナ」などのチルドケーキが伸長するとと

もに、大きなシューシリーズなどシュークリームが大きく伸長し、順調な売上となりました。 
⑤調理パン・米飯類部門（売上高371億29百万円、対前年同期比106.5％） 
調理パン・米飯類は、食パンの品質を向上させたサンドイッチや、「こだわりソースの焼きそば

パン」など具材を充実させたロールパンが好調に推移するとともに、㈱サンデリカにおいて大手
コンビニエンスストアチェーンとの取引が拡大し、好調な売上となりました。 
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⑥製菓・米菓・その他商品類部門（売上高402億23百万円、対前年同期比105.0％） 
製菓・米菓・その他商品類は、㈱不二家の「ルック」などのチョコレートや㈱東ハトの「ポテ

コ」、「あみじゃが」などのスナックが好調に推移しました。また、ヤマザキビスケット㈱は、昨
年12月発売の「ノアール」や「ルヴァンプライムスナック」、「ルヴァンクラシカル」の拡販につ
とめるとともに、「ノアールミニサンド」、「ノアールソフトクッキー」、「ルヴァンプライムサンド」
などの関連派生製品を投入して製品群の充実強化をはかりました。 
以上の結果、食品事業の売上高は 2,459 億 60 百万円（対前年同期比 102.6％）、営業利益は 73

億 7 百万円（対前年同期比 90.9％）となりました。 
 

＜流通事業＞ 
デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、原材料や製法の見直し等、品

質向上をはかったベストセレクションおにぎりを本年２月１日に全国発売しお客様の好評を得る
とともに、品質を向上させたチルド弁当や調理麺が好調に推移し、既存店売上は前年同期を上回
りました。直営店舗数の減少により営業総収入は 139 億 40 百万円（対前年同期比 98.4％）となり、
営業損失は 5 億 83 百万円（前年同期は 6億 48 百万円の営業損失）となりました。 

 
＜その他事業＞ 
その他事業につきましては、売上高は 26 億 41 百万円（対前年同期比 105.8％）、営業利益は 9

億 61 百万円（対前年同期比 210.7％）となりました。 
 

(2)財政状態に関する説明 
当第１四半期連結会計期間末の資産合計は 7,312 億 21 百万円で、前連結会計年度末に対して 161

億１百万円減少しました。流動資産は 2,625 億４百万円で、借入金の返済等により、前連結会計年
度末に対して 215 億４百万円減少しました。固定資産は 4,687 億 16 百万円で、有形固定資産の新規
取得等により、前連結会計年度末に対して 54 億２百万円増加しました。負債合計は 3,926 億 89 百
万円で、支払手形及び買掛金等の支払債務の減少や借入金の返済により、前連結会計年度末に対し
て 88 億 90 百万円減少しました。純資産は 3,385 億 32 百万円で、自己株式の取得やその他有価証券
評価差額金の減少等により、前連結会計年度末に対して 72 億 10 百万円減少しました。 
この結果、自己資本比率は 42.3％となりました。 

 
(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しといたしましては、わが国経済は、緩やかな回復基調が続くことが期待されますが、
当業界におきましては、お客様の節約志向が続き販売競争が激化する中で、物流コストに加え原材
料価格の上昇が見込まれ、厳しい経営環境が予測されます。 

このような状況下にありまして、当社グループは引き続き、品質向上と新製品開発に積極的に取
り組み、「厳撰 100 品」を中心とした主力製品の拡販につとめるとともに、高品質・高付加価値製品
を開発する一方で値頃感のある製品を投入するなど、営業・生産が一体となった部門別製品施策・
営業戦略、小委員会による「なぜなぜ改善」を推進し、売上向上をめざしてまいります。 

当社は、原料のレーズン価格の急騰を受け、引き続き高品質で安全・安心な製品を提供するため、
本年５月１日出荷分から、「レーズンゴールド」などレーズンを使用した一部のパン製品の価格改定
を実施します。 

新設の神戸工場につきましては、生産移管をした大阪第一工場をはじめとする関西地区の各工場
および中京地区、中国地区の各工場が、競争力のあるお客様に喜ばれる価値ある製品開発を推進し、
早期に安定軌道に乗せることをめざしてまいります。 

デイリーヤマザキ事業につきましては、コンビニエンスストア事業の種蒔きの仕事である商品開
発とサービス開発に積極的に取り組むとともに、商品仕入機構を整備して適正収益を確保する商品
仕入体制の充実強化をはかり、業績向上をめざしてまいります。 

また、ヤマザキビスケット㈱につきましては、引き続き「ノアール」や「ルヴァンプライムスナ
ック」、「ルヴァンクラシカル」の新ブランドの定着に取り組み、関連派生製品とともに取扱拡大を
はかり、売上の拡大をめざしてまいります。 

さらに、当社グループ一丸となって内部管理体制の充実と業務の効率化をはかり、新しい価値と
新しい需要を創造して使命達成に邁進してまいります。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 当社は、平成30年２月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,047,300株の取得を行っております。

この結果、当第１四半期連結累計期間において、自己株式が4,342百万円増加し、当第１四半期連結会計期間

末において自己株式が5,240百万円となっております。 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円） 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注)2 食品事業 流通事業 
その他 

事 業 
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高

又は振替高

239,706 

    2,009 

   14,163 

    1,713 

    2,496 

    8,896 

  256,366 

   12,619 

      － 

△12,619

   256,366 

－ 

計   241,715    15,877    11,392   268,985 △12,619    256,366 

セグメント利益又は損失（△）     8,037 △ 648       456     7,845      106      7,951 

（注）1 セグメント利益又は損失の調整額106百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円） 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注)2 食品事業 流通事業 
その他 

事 業 
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高

又は振替高

245,960 

    1,946 

   13,940 

    1,714 

    2,641 

   13,263 

  262,542 

   16,924 

      － 

△16,924

   262,542 

－ 

計   247,906    15,654    15,905   279,466 △16,924    262,542 

セグメント利益又は損失（△）     7,307 △ 583       961     7,684 △ 245      7,439 

（注）1 セグメント利益又は損失の調整額△245百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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３．補足情報 

 

(1)連結販売実績 

                                            （単位：百万円） 

 

(2)主要子会社実績 

                                                                  （単位：百万円） 

 売   上   高 営  業  利  益 

前第１四半期 当第１四半期 増 減 額 増 減 率 前第１四半期 当第１四半期 増 減 額 増 減 率 

㈱不二家〈連結〉 

㈱サンデリカ 

㈱ヴィ・ド・フランス 

ヤマザキビスケット㈱ 

㈱東ハト 

26,466 

26,179 

 8,289 

7,598 

5,768 

26,999 

27,533 

 8,449 

8,102 

6,508 

  532 

  1,353 

  160 

503 

  740 

 2.0% 

5.2 

 1.9 

6.6 

12.8 

 579 

 448 

 134 

  170 

  179 

 872 

 356 

 172 

  299 

  254 

 293 

△  92 

  38 

 128 

  74 

50.7% 

△20.7 

28.4 

75.2 

41.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグメン

ト名称 
 

 

 

区    分 
 

 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成29年 1 月 1 日 

   至 平成29年 3 月31日) 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成30年 1 月 1 日 

   至 平成30年 3 月31日) 

比 較 増 減 

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比 

食品事業 

 
 
 
 

食 パ ン 
菓 子 パ ン 
和 菓 子 
洋 菓 子 
調理パン・米飯類 
製菓・米菓・その他商品類 

     23,706 
     90,214 
     18,270 
     34,339 
     34,861 
     38,312 

     9.3% 
    35.2 
     7.1 
    13.4 
    13.6 
    14.9 

     24,062 
     91,596 
     17,935 
     35,012 
     37,129 
     40,223 

     9.2% 
    35.0 
     6.8 
    13.3 
    14.1 
    15.3 

     356 
 1,381 

△   335 
     672 
   2,267 
 1,910 

   101.5% 
101.5 

    98.2 
   102.0 
  106.5 
  105.0 

食 品 事 業 計     239,706     93.5     245,960     93.7  6,253    102.6 

流 通 事 業      14,163      5.5      13,940      5.3 △   223     98.4 

そ の 他 事 業       2,496      1.0       2,641      1.0      145    105.8 

合 計     256,366    100.0     262,542    100.0  6,175    102.4 
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(3)平成30年12月期第１四半期の単体業績（平成30年１月１日～平成30年３月31日） 
①単体経営成績                                    （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 

 

30年12月期第１四半期 

29年12月期第１四半期 

百万円 

   186,972 
 183,570 

％ 

1.9 
 0.4 

百万円 

   5,278 
 6,062 

％ 

△12.9 
2.3 

百万円 

   6,245 
  7,104 

％ 

△12.1 
   9.6 

百万円 

   3,962 
 4,810 

％ 

△17.6 
52.6 

 

②単体財政状態 

 総 資 産 純 資 産 

 

30年12月期第１四半期 

29年12月期 

百万円 

      550,837 
      560,736 

百万円 

     290,121 
     297,703 

（注）単体業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で
はありません。 

 

(4)単体販売実績                                                     （単位：百万円） 

              

        期  別 

 

 

 品 種 別 

前第１四半期 
 (自 平成29年１月 １日 
   至 平成29年3月31日) 

当第１四半期 
 (自 平成30年１月 １日 
   至 平成30年3月31日) 

比 較 増 減 

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比 

  食 パ ン 
  菓 子 パ ン 
  和 菓 子 
  洋 菓 子 
  調理パン・米飯類 
  製菓・米菓・その他商品類 

       23,805 
       82,572 
       18,365 
       24,212 
       11,113 
       10,839 

      13.0% 
      45.0 
      10.0 
      13.2 
       6.0 
       5.9 

       24,199 
       83,894 
       18,030 
       25,435 
       12,264 
       10,681 

      12.9% 
      44.9 
       9.6 
      13.6 
       6.6 
       5.7 

      393 
    1,321 
△    335 
    1,223 
    1,151 
△    158 

101.7% 
   101.6 
    98.2 
   105.1 
   110.4 
    98.5 

  小 計       170,908       93.1       174,505       93.3   3,596    102.1 
  デイリーヤマザキ事業        15,877        8.6        15,654        8.4 △    222     98.6 

  内 部 消 去   △    3,215  △    1.7   △    3,187  △    1.7      27       － 

合 計       183,570      100.0       186,972      100.0     3,401    101.9 
 

(5)単体営業利益増減の内訳                                                （単位：百万円） 

 平成 29 年  平成 30 年  
増減額 

増減率

(%) 第１四半期 ％ 第１四半期 ％ 

営業利益       

 山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）    6,711 3.9    5,862 3.4 △  849 △12.7 

 デイリーヤマザキ事業  △  648 △ 4.1  △  583 △ 3.7    64 － 

合      計    6,062    3.3    5,278    2.8 △  784 △12.9 
 

＜山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）増減内訳＞                  （単位：百万円） 

 平成 29 年  平成 30 年  
増減額 

増減率

(%) 
営業利益増減要因 

第１四半期 ％ 第１四半期 ％ 

売上総利益  56,383 33.0  56,758 32.5 375 0.7 売上高の増加        1,669 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原材料費の増加   ▲    20 

労務費の増加     ▲   182 

経費の増加       ▲   488 

償却費の増加     ▲   265 

仕入品の増加等   ▲   339 

販売費及び一般管理費 

 

 49,672 

 

  29.1 

 

 50,896 

 

  29.2 

 

1,224 

 

 2.5 

 

人件費の増加     ▲   192 

経費の増加       ▲ 1,234 

償却費の減少       202 

 （注）「営業利益増減要因」欄で▲は営業利益のマイナス影響を表しています。 

    「％」欄は山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）の売上高に対する比率を記載しています。 
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